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目次 004

栽
培
の
基
本
編

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
っ
て
子
ど
も
の
お
弁
当
に
入
れ
た
い
！ 

焼
き
肉
を
巻
く
た
め
に
新
鮮
な
サ
ン
チ
ュ
を
採
り
た
い
！ 

い
い
で
す
ね
え
！ 

野
菜
を
栽
培
し
た
い
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

栽
培
は
、
種
か
ら
、
そ
れ
と
も
苗
か
ら
始
め
ま
す
か
？ 

お
っ
と
、
そ
の
前
に
今
は
育
て
る
の
に
適
し
た
時
期
で
す
か
？ 

ど
ん
な
土
を
使
い
ま
す
か
？ 

肥
料
の
量
は
？ 

放
っ
て
お
い
た
ら
葉
に
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。
さ
て
何
で
し
ょ
う
？

野
菜
の
栽
培
は
、
料
理
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

レ
シ
ピ
に
合
わ
せ
て
材
料
を
揃
え
、
分
量
を
守
り
、
手
順
に
し
た
が
い

栽
培
す
れ
ば
、
意
外
と
う
ま
く（
成
功
体
験
）で
き
ま
す
。

●�

栽
培
編
の
頁
端
に
あ
る
品
目
ご
と
の
種
ま
き
時
期
を
示

す 

秋
ま
き

夏
ま
き

冬
ま
き

春
ま
き

（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）は
、
温
暖

地
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

●�

本
書
で
は
種
ま
き
の
際
の
粒
数
は
予
備
分
を
考
慮
し
て

い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
1
鉢
1
株
分
の
材
料

と
し
て
、
種
は
間
引
い
て
1
株
残
す
た
め
に
3
粒
と
し
て

い
ま
す
。
実
際
の
栽
培
で
は
発
芽
率
、
病
虫
害
な
ど
を
考

慮
し
て
、
種
や
苗
数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

（小林キユウ撮影）



　種は子孫を残す繁殖のほか、寒さや乾燥などの生育に
不都合な環境に耐えるための器官でもあります。一度根
を張れば動けない植物も、種の時期は風や水、動物によ
って移動できます。そのため種は乾いた状態で過ごしま
す。
　種から根が出ることを発芽といい、土から芽が出るこ
とを出芽といいます。種を目覚めさせるために最初に必
要なのは水です。水を吸うと種の中の胚で、目覚めを促
す植物ホルモンのジベレリンが合成され、一方で目覚め
に抑制的にはたらくアブシジン酸というホルモンは薄ま
ります。ジベレリンの働きで酵素（アミラーゼなど）が動
き出します。酵素は炭水化物を分解し、エネルギーを作
り出すために働きます。酵素が十分働くには、その植物
に適した温度が必要です。そして、土中の酸素を使い、
呼吸によってエネルギーを取り出します。
　このように発芽のために外から与えられる水・酸素・
温度は発芽の3条件、ジベレリン合成に光が関わる場合は、
光を加えて発芽の4条件と呼び、どれかひとつが欠けて
も発芽しません（図11）。

　発芽の第一歩は吸水なので種まきしたらしっかり水
やりし、出芽まで土は乾かさないようにします。さらに、
土の温度（地温）を発芽適温にします。この時、土に挿
して使う地温計があると便利です。
　多くの野菜の発芽適温は20～25℃ですが、主に熱帯
原産の野菜は25～30℃の高温域、冷涼地域が原産の野
菜は15～20℃の低温域です。高温が好適な野菜はウリ
科作物、ピーマン、ナス（20℃程度との変温の方がより
効果的）、スイートコーン、オクラなど、低温はホウレン
ソウ、セルリー、レタスなどです。
　酸素は通気性が確保された土であれば土中で十分得
られます。一般的に種まきでかける土（覆土）の厚さは種
の厚さの3倍程度ですが、覆土の量は、品目によって異
なるので、各野菜に適した量をかけます。
　植物の中には、吸水後の光の有無が発芽に影響する
ものがあります。発芽に光が必要な種を光発芽（好光
性）種子、光があると発芽しない種を暗発芽（嫌光性）種
子といいます。前者はレタス、セルリー、シソ、ミツバ、
ゴボウ、シュンギクなど、後者はダイコン、ネギ、タマ
ネギ、ナス、トマト、ピーマン（トウガラシ）類、スイカ、
キュウリ、メロンなどです。光発芽種子は覆土をしない
かバーミキュライトを薄くかけ、暗発芽種子はしっかり
覆土します。
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ば
ら
ま
き
・
す
じ
ま
き
・ 

点
ま
き

　

種
の
ま
き
方
に
は
、
ば
ら
ま
き
、

す
じ
ま
き
、
点
ま
き
の
3
つ
が
あ
り

ま
す
。
作
物
の
種
類
や
収
穫
の
方
法

な
ど
で
ま
き
方
を
変
え
ま
す
。

ば
ら
ま
き　

土
の
表
面
に
種
を
ま

ば
ら
に
ま
く
方
法
。
細
か
な
種
が
多

い
花
で
多
く
使
わ
れ
、
野
菜
で
は
葉

菜
類
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
栽
培
で
用

い
ま
す
。

す
じ︵
条
︶
ま
き　
割
り
箸
や
板
な

ど
で
溝
を
作
り
、
そ
こ
に
種
を
ま
き

ま
す
。
少
し
ず
つ
間
引
き
、
残
す
株

の
成
長
を
揃
え
、
目
標
の
株
間
に
し

ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
で
は
雑
草
に

負
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
あ

え
て
株
間
を
空
け
な
い
す
じ
ま
き

に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
間
引
き

に
は
手
間
が
か
か
る
の
で
、
最
初
か

ら
株
間
を
空
け
て
点
ま
き
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

点
ま
き　
ま
き
穴
を
ひ
と
つ
、
あ
る

い
は
一
定
間
隔
で
複
数
開
け
て
、
そ

こ
へ
種
ま
き
し
ま
す
。
株
が
大
き
く

な
る
、
種
が
大
き
い
、
高
価
で
無
駄

に
種
ま
き
で
き
な
い
、
間
引
き
の
手

間
を
省
き
た
い
場
合
に
用
い
ま
す
。

ン
ソ
ウ
な
ど
、
ひ
げ
根（
側
根
）

が
少
な
い
「
直
根
性
」
の
葉
菜

類
も
直
ま
き
し
ま
す
。

　

種
ま
き
時
期
の
気
温
が
低

い
と
か
、
高
過
ぎ
る
場
合
に
、

発
芽
や
生
育
適
温
を
確
保
す

る
た
め
、
ま
た
生
育
初
期
に
病

虫
害
や
鳥
獣
害
に
遭
う
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
小
鉢
や
セ
ル

ト
レ
ー
へ
種
を
ま
き
、「
育
苗
」

し
て
か
ら
植
え
付
け
る
移
植

栽
培
を
し
ま
す
。
移
植
栽
培
は
、

ほ
か
の
野
菜
の
栽
培
が
先
に

あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

な
い
と
き
に
、
省
ス
ペ
ー
ス
で

や
り
繰
り
す
る
場
合
に
も
使

え
ま
す
。

　

マ
メ
類
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
は
、
移
植
す
る
と
植
え
傷
み

し
や
す
い
の
で
直
ま
き
し
ま

す
が
、
発
芽
適
温
の
保
持
、
鳥

害
予
防
、
乾
燥
を
避
け
た
い
場

合
は
育
苗
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

ジ
フ
ィ
ー
製
品（
➡
24
頁
）の
使

用
や
適
期
の
植
え
付
け
を
す

る
こ
と
で
、
傷
み
を
よ
り
小
さ

く
で
き
ま
す
。

土の表面は、出芽が揃
うようできるだけ平ら
にする。

種が隠れる程度に土
をかける。ふるいを使
うと均一になる。

赤飯にゴマ塩をまく
要領で種をまく。砂な
どを混ぜるとムラなく
まける。

土表面を軽く手で押
さえる。

種が流れないように
注意して噴霧器など
でしっかり水やりする。

図11　発芽に必要な条件と発芽までの種の中での反応
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①�吸水すると植物ホルモンのジベレリンが活性化、一方で発芽を抑制するアブシジン酸が種から抜ける。
②③ジベレリンが種内部で物質の分解などを仲立ちする各種の酵素を作り出す。
④アミラーゼはでんぷんを糖に変える。この時、温度が好適なほど酵素反応は活発になる。
⑤酸素を使う呼吸作用により、糖は根を出すための、つまり出芽のためのエネルギーを作り出す。
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